
 

 

令和５年度の公共施設マネジメントの取組状況・成果について 

 

 

■前回(令和４年度)の公共施設マネジメント推進会議の状況 

 開 催 日 内 容 

令和5年 7月 28日 

・再編方針に基づく令和４年度の取組状況と成果等の報告 

・施設見学（地元自治会に無償譲渡し維持されることになった「金引の滝便所」 

用途廃止公共施設の民間による有効活用事例「京街道グルメ館」） 

・意見交換 

  

■再編方針に基づく対策の進捗状況（令和５年度の取組状況と成果等） 

 ⇒フェーズ１(令和２年度から概ね令和７年度まで)の４年度目として、14施設(対象 

施設の13.6％)において再編ができ、46.6％までの達成ができているところ。 

                       （単位：件） 

施設類型 

フェーズ１(概ね令和 7 年度まで)を目標とする対策の進捗状況 

対象 

施設 

達成した施設 [延べ床面積の減少] 

令和 4年度末 令和 5年度中 令和 5年度末 

(1)地域コミュニティ

施設 
12 2  2  4  

(2)学校教育施設及び

子育て支援施設 
3 1  0  1  

(3)市民文化系施設 3 1  0  1  

(4)スポーツ施設 1 0  0  0  

(5)観光関連施設 5 4  0  4  

(6)産業系施設 11 1 [△453㎡] 3  4 [△453㎡] 

(7)市営住宅     

(8)保健・福祉系施設 6 4 [△1,298㎡] 2  6 [△1,298㎡] 

(9)①庁舎関係 4 0  0  0  

  ②地区連絡所 2 2  0  2  

   ③公共交通関係 3 1  0  1  

   ④生活衛生関係 3 0  0  0  

   ⑤公衆便所         7 2 [△15㎡] 1 [△45㎡] 3 [△60㎡] 

   ⑥公園関係 2 0  0  0  

   ⑦消防関係 2 2 [△47㎡] 0  2 [△47㎡] 

   ⑧遊休施設       26 13 [△830㎡] 5 [△907㎡] 18 [△1,737㎡] 

(10)児童遊園 13 1  1  2  

合計 103 34 [△2,643㎡] 14 [△952㎡] 48 [△3,595㎡] 

達成率  33.0%  13.6%  46.6%  
 

⇒令和４年度に再編(機能移転での方向づけ)ができた上宮津地区公民館については、 

令和５年度中に旧上宮津小学校校舎に移転整備ができたところ。【後ほど施設見学】 

 また、別途『学校施設長寿命化計画』に基づき再編することにしている学校施設に 

 おいても、児童数が減少する中で、養老小学校を府中小学校に統合したところ。 
 

⇒未達成の施設の取組状況をみると、(市からの施設譲渡負担金とセットで)無償譲渡 

に向けて地元協議を行っているが、継続使用の希望や施設を所有することのリスク 

などの課題から、集会所や共同集会所、共同作業所・農機具保管庫、公衆便所につ 

いて、今後の再編における進捗が厳しい状況も出てきているところ。 



 

 

 

 

■庁舎集約化の動きについて【報告】 

 ⇒令和５年度の庁舎基本構想等検討委員会からの答申「市庁舎をミップルビル（宮津 

阪急ビル）内に移転し、行政機能を集約することが望ましい。」を踏まえて、令和 

６年度に入って建物所有者等との協議を開始し、基本計画の策定に向け、庁舎基本 

構想等検討委員会での議論を再開しようとしているところ。 

 

■島崎・浜町ウォーターフロント活性化の検討状況について【報告】 

 ⇒島崎・浜町ウォーターフロント一帯の民間資金等を活用した活性化に向けて、令和 

２年度から５年度まで「民間意向に基づく事業化の可能性調査」を行い、延べ200 

社の意向を把握する中で、大きく３つのエリアに分けた上での方向性が見えてきた。 

 ⇒令和６年７月末の(今後、市が市民意向も把握した上で「民間資金等を活用した  

事業化などによるエリア活性化の方針」を固め、事業化の判断などを行うにあたり

設置した)委員会で、まずは「道の駅と公園のエリア」で「道の駅の拡張」を優先

して検討していく方向も確認される中で、今後、専門的な調査等も行っていく予定。 

 ⇒みやづ歴史の館については、民間資金等による事業化の可能性が低い中、公共施設

としての利活用が基本線となる中で、施設長寿命化などの改修を検討していきます。 

 

 

 

■遊休市有財産の有効活用 

 ⇒引き続き、市の増収対策、 

民間の資金・ノウハウ活用 

による地域の活性化などを 

目的に、入札の公募条件も 

見直すなどして、市有土地 

建物の売却を進めて、集合 

住宅などにつながる売却が 

できたところ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

財産名称 物件概要 公募方法 結果 

旧互助会館跡地 
魚屋 907番 1他 421.97㎡ 

木造等4棟 床面積 328.90㎡ 

条件付一般 

競争入札 

有限会社千賀不動産へ売却 

【使用用途：集合住宅】 

代金  1,011,000円 

旧福祉センター

跡地 

鶴賀小字鶴賀2084番地 6番  

633.12㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 床面積 598.92㎡ 

先着順 

随意契約 

京都府教科書販売株式会社

へ売却 

代金 17,100,000円 

宅地 1区画 安智 2454番 3  202.84㎡ 
先着順 

随意契約 

個人へ売却 

代金  3,930,000円 

資料２ 


